
Mission

技術と集合知で食の可能性をUNLOCKし、未来の世代に誇れる世界を創造する

Unlock the potential of food through technology and collective wisdom 

to create a prosperous world for future generations

© UnlocX & Co. All rights reserved. 1



© UnlocX & Co. All rights reserved.© UnlocX & Co. All rights reserved.

UNLOCX Co-Founders

田中宏隆 /  Hirotaka Tanaka

Founder & CEO 

SKS JAPAN Founder

松下電器産業(現Panasonic)を経て、McKinsey & 
Companyにてハイテク・通信業界を中心に8年間に渡り、成長

戦略立案・実行、M&A、新事業開発、ベンチャー協業などに
従事。 17年シグマクシスに参画しグローバルフードテックサミット

「SKS JAPAN」を立上げ。食に関わる事業開発伴走、コミュニ
ティづくりに取り組む中で、食のエコシステムづくりを目指し2023

年10月株式会社UnlocX創設。『フードテック革命』(20年/日
経BP）共著。『フードテックで変わる食の未来』(25年/PHP)共

著。『教養としてのフードテック』(25年/日経BP)共著。

一般社団法人 SPACE FOODSPHERE理事／ベースフード株
式会社 社外取締役／TechMagic株式会社 社外取締役

住朋享 Tomomichi Sumi

Director / Startup Specialist & Geek

東京大学大学院非常勤講師.   

クックパッドにて6年間、新規事業創出やスマートキッチン関連
事業に従事。シグマクシスによるSKS JAPAN、Foodtech 

Venture Day(2019年-)を、それぞれ立ち上げ当初より運営支
援、その後同社アドバイザリーを経て2022年参画し現在に至る。

スタートアップスペシャリストとして国内外のスタートアップに精通
し、カオスマップなどの業界インサイトを発信。東京大学大学院

非常勤講師を兼務しスタートアップ流新規事業創出のカリキュ
ラム設計、実施。スタートアップや大企業の新規事業支援実績

多数。

岡田亜希子 Akiko Okada

Director / Insight Specialist

フードテックを社会実装していくためのインサイト構築に取り組む。
ビジネス戦略の視点、テクノロジーの視点、人文知や哲学の視

点を重ね合わせ、人類の未来にとって意義のあるフードテックの
本質探究に挑む。McKinsey & Companyにてリサーチスペシャ

リストとして従事。2017年シグマクシスに参画しグローバルフード
テックサミット「SKS JAPAN」を創設。現在はUnlocXのInsight 

Specialistとしてフードイノベーション関連のインサイト構築・発信
に従事。共著書に「フードテック革命」（20年/日経BP）。『フー

ドテックで変わる食の未来』(25年/PHP)。『教養としてのフード
テック』(25年/日経BP)がある



食のエコシステムづくりに向けた活動&事業
Activities & Projects for the Creation of a Food Ecosystem
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◼ Incubation & Activation of Food 

Tech Entrepreneurship
起業家育成・支援・アドバイザリ

◼ Business Creation & Development
事業創造・開発支援

◼ Future Visioning
未来構想・未来図作成

◆ Food Innovation Community 

Development
コミュニティ・場づくり

◆ Multistakeholder Project 

Producing & Deployment
共創型PJプロデュース・実行

 Food Tech Trend Hunt

 Food Innovation Map

 Podcast “TRF with WIRED”

 Humanity & Social Science (FoodScopes)

 Publication (Books & Articles)

 News Letter (Foodtech EYES)

 
     
 

 

 

 

 

 

 



共創エコシステムの取り組み：NEXT PRIME FOOD
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 食のイノベーションをSUと共創を通じて実現したい企業が集まる場

  発の 食の ニコーン を共創する

ス ー ア プ   た実現シ リ と ー  ー企業の  

                         
                       

                      
     ステー   ン         



共創エコシステムの取り組み：CROSS BRIDGE PROGRAM
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グロバー 展開したいス ー ア プ＆企業を支援するプ   フォームを立ち上げ



FoodTech Venture Day NEOの復活
第2回は日本の伝統ｘテクノロジー：11社が登壇

Source:：UnlocX
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Vol.1 2024年12月19日
〜SKSJAPAN連動回
Vol.2 2025年4月11日
〜日本の伝統ｘテクノロジー
Vol.3 2025年5月29日＠北海道
〜北海道の可能性
Vol.4 2025年8月26日
〜メカ・デバイスｘ食農の未来
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未来シナリオ①「作る」が広がる料理の未来

未来シナリオ② 世界に開かれた循環型経済 自給自足6.0

未来シナリオ③ 料理だけでなく食の生産を前提とした家電の未来

未来シナリオ④ Unlockされたシェフが創る新たな食産業

未来シナリオ⑤ 誰もが食のクリエイターになる未来

未来シナリオ⑥ パーソナライズ ソーシャライズが実現する食

未来シナリオ⑦ 地方創生が目指すマイクロフードシステムモデル

フードテックのあるべき姿を書籍の形で発信している
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FUTURE FOOD VISION〜 Act beyond boarders

F o o d  I n n o v a t i o n  M a p  v 4 . 0

AI・Blockchain

Generative AI

食の経済モデ 革新
Food Economics 

Model Transformation

SNS/スマホの

機能進化

生活者&社会の理解
Understanding people &  society

バイ テ ノロ ー

・エン ニアリング

未来の物流
(ドローン・自動 ー  )

水・土壌技術
Water & Soil Tech

 ン ー等

ベース技術

文化継承・創造
Inherit and create culture

フードシステム革新
Food System Transformation

再生・循環型食
Regenerative Food

レ リエンス
Resilience

次世代食材生産
 NextGen Food Production

次世代食品開発
NextGen Product & Ingredient &

Machinery Development

食・料理体験向上

コアテ ノロ ー
Core tech to enhance 
Food & Cooking EXP

次世代品質向上
NextGen Quality

Enhancement Tech

新フードデー 構築
New Food Data Creation

生活者体験
Outcome

実現する
技術・しくみ

Process & 
System

食の ーソ  化 3.0
“強目的”、“弱目的”の理解

人文・社会科学の活用
多様な観点の獲得を通じた未来構想

食の多様な価値の  ス ー化
人間の役割・能力の拡張

食に起因する社会課題の肚落ち
現状の正確な理解と危機感の醸成

食とWell-being
SENSE MAKING

生活者の行動変容
社会実装＋社会浸透

購買体験の進化
New Food Purchasing EXP

調理の進化
Cooking evolution

家の外の食体験 Outside home experience人と人を繋げる食体験
Food as Connector

何を食べる ？What you eat?

Next recipe “Smart” Cookware Learn & teach 料理の多様な価値

New Retail EXP Delivery Service

Drink ToolsEthical&
Emotional

Healthy
Eating

Snacks

生活者接点進化&従業員活用

リアル店舗の再価値化

流通独自商品開発(SPF)

デリバリーサービスの進化

配送手段の進化

ピックアップサービス・ロボット

Future Value Chain

Farm to Table/レストラン

D2C with Narratives

新たなコールドチェーン

Retail for wellbeing

新興企業向けチャネル

売り方の進化(Social Commerce等）

カトラリー

お皿

容器(コップ等)

代替乳製品・美味しい完全栄養食

食べるだけで人も地球も良くなる食事(三方良し食材)

ギルトフリー

モードチェンジ

アルコール・ノンアル

スープ・スムージー

専用デバイス

Edge生産型機器

新プロテイン食材

医食同源食・長寿Diet

伝統食の進化・活用

Healthy Aging・新介護食 Snacking PF

ストレス緩和 /  バリアフリー(アレルギー・宗教食・個食主義)
キッチン

急須等

人間の能力拡張型Kitchen OS

AI-Driven Kitchen OS

料理・伝統レシピ・技のデジタル化

AI-Enabled Appliance

Home Robotics

Smart Fridge 5.0

マインドフルネスクッキング

行動変容のきっかけ(ロス対策等)

食育・食学

コミュニケーション

新たなコーチングPG LONGEVITYｘ料理

Office & Work

社食の戦略活用

置き食・サブスク

健康経営✕食

モードチェンジ食

料理を通じた交流

After Dinner Meal

Web3(DAO/NFT)

Food as Identity

公衆食堂・給食

レストランの再定義

Community PF

Inclusive Foods

Share Dining Future Restaurant

レストランの事業モデル革新

AI Driven Restaurant Tech

分散型レストラン(SVM等)

フードロボットの役割の進化

統合型自動レストランSOL

料理人・調理人の価値開放
(社会における高まる位置付け・重要性)

美味しさ設計・分析技術

機能性原料・素材開発

次世代素材開発・加工技術

先端生産・製造技術

料理人・調理人の活用

多感覚知覚・五感活用

VR/AR/MR /空間C

音・映像・空間演出

Metaverse・デジタルツイン

電気調味・音響調味

食欲コントロール

次世代包装技術

鮮度等可視化技術

調理としての冷凍技術活用

容器を通じた価値創造

鮮度等維持・向上技術

急速冷凍・急速解凍

発酵技術の徹底活用

食のデ   PF構築

調理&摂取実績・食品ロス・在庫

生活者行動・嗜好・ライフスタイル

調香師・官能評価人財スキル

原料DB(味・香り・栄養価・組み合わせ)

生活者生体データ(心身情報)

流通経路・環境インパクト等

DAO型組織

生物多様性の確保

隠れ自給率対策：動物飼料&肥料&種子の自給率向上

新たなメイン
ストリーム

コンテンツ
としての食

新たな資金活用モデルの構築

ナチュラルオーナーの再定義

Beyond Extractive Model

BRANDING（群としての）

プライシングモデル革新 グローバル化3.0

ルールメイク
クリエイティブクラス活用

（食品開発の民主化）

植物性素材 (豆類・藻類・菌類)

3Dフードプリンター・エッジ生産

精密発酵/バイオマス発酵

アクアテック(閉鎖循環型養殖等)

植物分子農業／ゲノム編集

培養技術の活用

昆虫利用(飼料等)

次世代植物工場・都市農園

未利用素材活用(含むUpcycle)

自律分散型マイクロフードシステム構築
＝ネオ地産地消（世界と繋がり冗長性ある新モデル）

地方に眠る価値の可視化・地域活動の群化

Integral Approach / 宇宙開発との連動

都市ｘRegenerativeｘ食

Regenerative MODEL(beyond sustainable)

生産・つくる活動の民主化(CRAFT/農的活動)
自給自足6.0：生産と消費の近距離化

無理なく
フードロス削減

アップサイクル

食料自給率
向上・食料
安保の確保

新産業創出
食を次世代
成長産業化

有事の心身の健康＆QOL向上

災害時・緊急
時の食✕
平時利用

災害時の食提
供&資源循環
インフラ

デジタル化・AIの活用

人財の発掘・育成（グローバル人財、共創人財、多元的価値創造人財、起業家、多様性）

食材データ(栄養素・産地等)

家庭＆郷土料理・銘店・名店・技

農業・畜産の持続可能性向上SOL
（再生・精密農業・畜産SOL・生産性向上技術）

マ チステー 
ホ ダー参加型
共創  ス ー
Multistakeholder
Co-Creation Cluster

新たな
プロダ  
開発PF

新たな
生活者
接点PF

オンライン販売PF

新チャネル構築

“まち・地域”実証
生活者関連データ・インサイト収集 (トレンド予測、生活者ニーズ予測等)

素材開発・商品開発へのAI活用 (新素材の組合わせ、 Flavor Science、効能アルゴリズム等)

中間組織体：企業&業界横断型研究・開発・事業開発組織

多様なステークホルダーの参画(企業、スタートアップ、自治体、国、アカデミア等)

課題の可視化・顕在化
（自給率・孤独・健康状態など）

自国の強みの
再定義

日本の食文化・技術・技・
価値観等の世界への積極的
な発信・グローバルムーブ
メントの醸成

海の砂漠化

新たなグローバル

社会への対応
(感染症・紛争増加・

自国利益優先等)

自国の衰退産

業は世界の
成長産業

自国に眠る強

み洗い出し

(文化・技・技
術・所作・食

材・課題)
気候変動

新たな社会実装モデ 

LIVING LAB

都市での実装

At-Scale Approach

マイクロ循環モデル

ヘ スケアとの連携
LONGEVITY研究

V4.0新登場
グループ

V4.0新登場
および変更

循環型農業・畜産

 ンシング技術
＆先端素材等

Input
日本の企業・研究機関・大学・産業に眠るアセットの活用



#High rate of single- households

#Aging society #Declining population

#Disaster-prone country

1 Positioning as an issue-advanced country
課題先進国としてのポジショニング

Tech & Talent in Japanese Companies and Research Institution.
まだ強さが残る日本企業・研究機関に眠る技術力&人財

#Taste design capability

#New Material/Ingredient Dev. capability

#Processing technology

2

Food-related technique, culture, and technology in Japan
日本が持つ食に関わる技、文化、技術

#Fermentation #Preservation techniques

#Seaweed eating culture #soybean eating culture

 #mottainai(waste not, want not) culture

3

The engineering skills and reproducibility that chefs and cooks have
料理人・シェフ・調理人が有するエンジニアリング技術・再現力

#Chef as creative work

#Growing PF for chef and cooks

#Magical Remodeling of Food(食の魔改造)

4

Power of Region
地域の力

#Regional Circular model #Micro Regen Food System

#Hidden Gem in the Region

#New Farmers #Culture and History
5

Diversity of Foods
食の多様性

#Width and depth of regional food and cuisine

#Seasonal food and cuisine

#Power of diverse food ingredients

6

Power of Community
コミュニティの力

#National character that demonstrates strength in 

groups rather than individuals

#Emerging food innovation community

7

日本の可能性
～まだ世界に発信できる価値は存在する… が、それらを再編集し、言語化し、国内外に再発信することが重要

© UnlocX & Co. All rights reserved. 9
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食にまつわる産官学が繋がり続けるエン ンとして
SKS JAPANを開催し続けている
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Source: 登録者、スピーカー、同行者、招待者、展示、メディア参加者、オンラインを含む数値；2025年10月22日END時点

Evolving community toward building EcoSystem

Number of 

Visitors

Number of 

Speakers

Number of 

Companies

2017

182

20

80

10
Number of 

Partners*

2020

930

83

243

28

2022

839

80+

333

42

2023

1,200+

100+

437

64

2024

1,000+

110+

370

88

2025

1,300+

112

500+

117
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Source: UnlocX

110＋SPEAKERS beyond borders  

30% global speakers

48% New speakers

Corporate & SMEs

Startups

Scientist

Academia

Media & Podcaster

Chef & Culinary School

Investor

EcoSystem Builder

Journalist

Professional (e.g. Law firm)

Government Officials

Politician

Foundation
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Source:  Company and event website
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Global Connection & Bridging Function
With global change makers, food innovators, and ecosystem builders

 
     
 

 

 

 

 

 

 



OUR FOCUS：食産業のグローバ 化を目指す
Aiming for Globalization of the Food Industry

© UnlocX & Co. All rights reserved. 14

GLOBALJAPAN

グローバ 市場展開
(SU/加工食品/農産物/

技術/知財/研究)

国内市場への展開
(海外スタートアップ等)

  のフードイノベー
ション力を高める

〜垣根を超えた群活動
基盤の構築〜



フードテ  変化の予兆
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Source: UnlocX, “フードテックで変わる食の未来(PHP新書)”

進化の予兆：中長期を見据えた投資ー代替プロテインの技術開発の意外な立役者
Signs of Evolution: Mid- to Long-Term Investments — The Unexpected Drivers Behind Alternative Protein Innovation

• Bezos Earth Fundが代替プロテイン研究開発に積極投資。ベゾスファンドはフードシステム開発に10億ドル(約1440億円)投資

• 2024年3月「Bezos Center for Sustainable Protein」をシンガポールに開設

• ノースカロライナ大学でバイオマニュファクチャリング、インペリアル・カレッジ・ロンドンで工学生物学（ゲノム編集など）、シンガポール国立大学で微細藻類

とバイオマス発酵の研究を推進していく

© UnlocX & Co. All rights reserved.
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Source: UnlocX, “フードテックで変わる食の未来(PHP新書)”

進化の予兆：共創によるイノベーション：代替から新食体験へ
Signs of Evolution — From Alternatives to New Food Experiences

• グローバル大手が本気でplant-basedを新しい食材として再定義。「肉の代替」ではなく「美味しい素材」を開発

• 実際、Buehler社の開発した植物性素材はとても美味しい

© UnlocX & Co. All rights reserved.
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Source: UnlocX, “フードテックで変わる食の未来(PHP新書)”

進化の予兆：治療に近づくフード
Signs of Evolution — Food Approaching Medicine

• 米国ではGLP-1受動体作動薬(通称やせ薬)が爆発的に広がる （米国成人8人に1人）

• 菓子類など、食品メーカーや小売にも影響が出始めている（ウォルマートも売上減少を発表）

• ネスレやダノンなど大手メーカーやスタートアップもこのGLP-1利用者向けの食品やミールキット、サプリメントを展開開始

© UnlocX & Co. All rights reserved.
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海外では大学を起点に企業とスタートアップが共創していく事例がみられる

…

テーマ プロジェクト事例

テーマ：Digital Consumer

テーマ：AI × Nutrition

• 消費者が正しい栄養情報を得るた

めのベストプラクティスを探るFood 

is Medicineプロジェクト

• 食品メーカー、リテール、スタートアッ

プ、非営利組織など大小さまざま

な業界を横断した29社で課題解

決

Digital consumer

AI× Nutrition

Sustainable× Nutrition

Personalize× Nutrition

Biotech × Food

Economic Development

参加企業（一部抜粋）

特徴：大学の
Neutralさを活用し

て大企業  ス ー
 ア プまで業界を
横断して巻き込み

特徴：産官学連携プ
ロ ェ  をコー

ディネー しなが 
エコシステムを構築

Co-Chair：

座組

Co-Chair： 大企業

スタートアップ

Advisor： 大学

• 栄養を中心としたフードシステム構

築のためのAI活用方法とリスクを

探求するプロジェクト

• スタートアップと大企業が共同でプ

ロジェクトをリードし、大学がアドバイ

ザーとして企業や学生を巻き込みな

がらプロジェクトを進行

大企業（食品メーカー・リテール・保険会社など）

非営利団体 研究所スタートアップ

Source: Tufts Food & Nutrition Innovation Institute HP
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Source: UnlocX, “フードテックで変わる食の未来(PHP新書)” THE SPOON, SIGMAXYZ, PITCHBOOK

進化の予兆 FOOD AIの衝撃：食品開発期間が7分の1になる！
Signs of Evolution — The Shock of FOOD AI: Cutting Product Development Time to One-Seventh!

• 米国では2023年からFOOD AIサミットが開催され、フードシステム全体で議論が始まる。食品開発ｘAI領域に注目が集まる

• NotCoは食品開発期間を1/7に短縮。大手食品メーカーとJV創設

Aadit Patel

VP Product and Engineering

NotCo AIを活用することにより、試作品の数は圧倒的に下がり、期

間も1年半から2年かかる商品開発が3－6週間へ
By using AI, the number of prototypes is dramatically reduced and the timeframe for 
product development, which used to take 1.5 to 2 years, is now 3 to 6 weeks.

© UnlocX & Co. All rights reserved.



アップサイクル等
の資源循環モデル

REGENERATIVE

MODEL

リジェネラティブな食料生産システムの確立と、価値創造による消費を増やす取り組みを徹底的

に推進すること、これを共創を通じて実践していく

Source: UnlocX

生産システム
の開発

圧倒的な体験
を通じた消費
の増加

（うに、海藻、調
味料等）

壮大な社会課題の解決
（-1→0）

豊かな食生活を通じたWell-beingな生活の提供
（0→+1）

© UnlocX & Co. All rights reserved.



一石N鳥の食は可能なの ？



SEAVEGETABLE：磯焼けの課題に対して、海上養殖システムのみならず消費喚起の両面に取

り組む

Source: シーベジタブル

・めちゃくちゃ美味しい食体験
・食べれば食べるほど健康になる
・食べれば食べるほど環境が回復する
・食べれば食べるほど文化が守られる
・食べれば食べるほどRegenerativeなフードシステムになる

© UnlocX & Co. All rights reserved.



ASTRA FOOD PLANは食品加工工程で発生する「隠れフードロス」を加熱蒸煎機で
粉砕し新食材を開発しており、都市部へのマイ ロファ  リー化も可能

・めちゃくちゃ美味しい食体験
・食べれば食べるほどWellbeingになる
・食べれば食べるほど環境が回復する（ロスが減る）
・食べれば食べるほどRegenerativeなフードシステムになる

© UnlocX & Co. All rights reserved.

Source: ASTRA FOOD PLAN



Source:：和多屋別荘

© UnlocX & Co. All rights reserved. 25

TEA TOURISM

Source: 和多屋別荘



© UnlocX & Co. All rights reserved. 26

Invisible Local AssetをVisibleにすることを考える

Source:：和多屋別荘



Copyright UnlocX & Co. All Right Reserved. 27

動き出す企業・共創イニシアチブ
Corporate and co-creation initiative in Action

© UnlocX & Co. All rights reserved.
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エリア・まち

Source: UnlocX

  では不動産各社が、食を起点にまちづくりを推進〜新たな顧客接点構築の可能性

三井不動産
食のイノベーション創造PF “&mog”

食品開発拠点のFood Labも設立

東京建物
Gastronomy Campus Tokyo

Global Food Networkとの接点＆Lab

UR都市機構
Foodα（フーダ）

まちを活かした食のイノベーション拠点

自社拠点・施設
研究開発拠点

プロト開発・テストキッチン
製造拠点

テスト販売・販売拠点
共創Hub・オフィス

生活者
インバウンド観光客

外食プレイヤー

研究者
製造・生産

オフィスワーカー
起業家・学生



Food Innovation starts happening across Japan

Source:：UnlocX

© UnlocX & Co. All rights reserved. 29

四国 / Shikoku

東北 / Tohoku

掛川/ Kakegawa

北海道 / Hokkaido

京都 / Kyoto

東三河 

Higashi Mikawa



世界では産官学連携や民間主導でのFood Tech Clusterが数多く存在する

30© UnlocX & Co. All rights reserved.

オランダ

フードバレー

Basque

Food

Cluster
Swiss Food &

Nutrition Valley

シンガポール

イスラエル

ボストン

シリコンバレー

UCーDAVIS

GFL

MISTA

シアトル

SKS

ピッツバーグ

世界の食農Techクラスター事例 欧州拡大図

Kok

Projekt

MENA

Future 

Food 

Institute

EIT FOODS

Food Tech

Hub

LATAM

アカデミアが中

核に存在する

北欧は

各国に存在

MISTA

Source: UnlocX



顧客接点・エリア活性化手段としての外食
外食はグローバ 化の先兵となりうる 



© UnlocX & Co. All rights reserved. 32© UnlocX & Co. All rights reserved. 32

外食産業はポテンシャ を考えるとグローバ でのプレゼンスは低い

55,475

39,319

18,221

17,162

17,146

12,751

12,751

11,451

11,367

8,151

8,063

7,283

7,191

7,139

6,940

6,781

6,567

5,993

5,433

5,284

5,181

4,296

4,194

4,113

4,055

4,011

3,923

3,905

3,408

3,310

Yum China Holdings Inc

Restaurant Brands International Inc

Restaurant Brands International LP

Yum Brands Inc

ゼンショーホールディングス

Texas Roadhouse Inc

Brinker International Inc

Luckin Coffee Inc

Jollibee Foods Corp

Domino’s Pizza Inc

Minor International PCL

Arcos Dorados Holdings Inc

Alsea SAB de CV

Starbucks Corp

The Cheesecake Factory Inc

Mitchells & Butlers PLC

Cracker Barrel Old Country Store Inc

FOOD & LIFE COMPANIES

Amrest Holdings SE

Wetherspoon (J D) PLC

日本マクドナルドホールディングス

すかいらーくホールディングス

PT Mitra Adiperkasa Tbk

Greggs PLC

The Wendy’s Co

アークランズ

Bloomin Brands Inc

Chipotle Mexican Grill Inc

Darden Restaurants Inc

McDonald’s Corp

+51%

外食プレイヤー ンキング
売上高(億円); 2024年; 1USD=149.1JPY

外食プレイヤー ンキング
時価総額(億円); 2024年; 1USD=149.1JPY

328,605

143,170

129,968

59,223

36,066

34,488

33,426

28,784

22,928

20,444

19,040

13,132

12,941

11,608

11,403

9,431

8,980

8,338

8,230

8,218

7,689

6,840

5,627

5,574

5,256

3,830

3,578

2,929

2,786

2,701

Darden Restaurants Inc

Restaurant Brands International LP

Restaurant Brands International Inc

Yum China Holdings Inc

Domino’s Pizza Inc

Cava Group Inc

Texas Roadhouse Inc

Wingstop Inc

ゼンショーホールディングス

Brinker International Inc

Luckin Coffee Inc

Dutch Bros Inc

FOOD & LIFE COMPANIES

McDonald’s Corp

日本マクドナルドホールディングス

Shake Shack Inc

Jubilant Foodworks Ltd

Minor International PCL

Greggs PLC

すかいらーくホールディングス

The Wendy’s Co

The Cheesecake Factory Inc

トリドールホールディングス

Mitchells & Butlers PLC

サイゼリヤ

Alsea SAB de CV

Jollibee Foods Corp

Yum Brands Inc

Chipotle Mexican Grill Inc

Starbucks Corp

+904%

Source: SPEEDA



Source : UNLOCX

食産業のグローバ 化の方向性〜Globalization 3.0
The Direction of Globalization in the Food Industry: Globalization 3.0

© UnlocX & Co. All rights reserved. 33

Globalization 1.0 

自由貿易時代のモデル

Free Trade Era

Globalization 2.0 

インバウンド主導型

Inbound Driven

Globalization 3.0 

イノベーション起点の新価値創造モデル

Innovation driven model

• 農産品・食品輸出入モデル

• 食品メーカー等による海外ビ

ジネスの拡大

• 和食等の日本文化の海外

浸透：ムーブメント創造1.0

• 海外旅行客への日本食の提

供および国内需要拡大

• 訪日客が増えた結果として

海外での日本食需要の拡大

• レストランの海外進出

1. 日本の技術を活用した、新食品・加工食品の

海外輸出

2. スタートアップや企業が有する技術(IP・ライセン

ス)やソリューションのグローバル展開

3. 日本発のグローバルムーブメント創造2.0

日本の伝統・文化を世界の文脈に重ね発進：大豆・海藻等

4. 企業の新規事業のグローバル展開

5. 日本の地域創生モデルの海外展開

6. 日本を食のイノベーションの目的地化
日本の技術・伝統の技を習得・活用できるLABが日本に複

数点在している〜来日する起業家・イノベーター向け

新書でも解説



ス ー ア プ等の孤軍奮闘ではなく
群で産業創造する
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Food Innovation Co-creation Ecosystem dots are emerging Not Exhaustive

Very Preliminary

未来型食品工場

コンソーシアム

 
     
 

 

 

 

 

 

 

食ｘまちづくり
Food × Urban Development 食ｘグローバル展開

Food × Globalization

食ｘ地域活性化
Food × Regional Revitalization

新産業創造
New Industry Creation

産業を超えたイニシアチブ形成
Initiative creation beyond industry

共創加速
Accelerating 
co-creation 

新たな顧客接面構築・社会浸透
Building New Customer Touchpoints and 

Social Penetration

協調領域での協働（R&D、製造、物流）
Collaboration in Shared Domains 

(R&D, Manufacturing, and Logistics)

起業支援

人財育成・教育
Entrepreneurship and 
Talent Development

© UnlocX & Co. All rights reserved.
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Food Innovation Co-creation Ecosystem dots are emerging
Not Exhaustive

Very Preliminary

未来型食品工場

コンソーシアム

 
     
 

 

 

 

 

 

 

食ｘまちづくり
Food × Urban Development 食ｘグローバル展開

Food × Globalization

食ｘ地域活性化
Food × Regional Revitalization

新産業創造
New Industry Creation

産業を超えたイニシアチブ形成
Initiative creation beyond industry

共創加速
Accelerating 
co-creation 

新たな顧客接面構築・社会浸透
Building New Customer Touchpoints and 

Social Penetration

協調領域での協働（R&D、製造、物流）
Collaboration in Shared Domains 

(R&D, Manufacturing, and Logistics)

起業支援

人財育成・教育
Entrepreneurship and 
Talent Development

現状の立ち位置や特長を超えて、誕生しつつある各ピースをオーケストレートして、駆動力の
ある、新しいバリュークリエーション(価値創造)ネットワークを構築することが鍵を握る

The key will be to transcend existing positions and characteristics, orchestrating emerging elements 
across sectors to construct a dynamic and drving new value-creation network.
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